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68
歳

横
田
堯

た
か
し

　

世
田
谷
区
岡
本
２
丁
目
に
、
格
調
高
い
素
敵
な
館
が
あ
り
ま
す
。

 

最
高
水
準
の
音
響
設
備
や
、
日
本
で
は
珍
し
い
楽
器
類
も
数
多
く
揃
え
て
い
ま
す
が
、

音
楽
好
き
は
も
ち
ろ
ん
、
会
食
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
音
楽
以
外
の
用
途
で
も
、

大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
身
近
に
あ
る
施
設
で
す
。

　

館
長
の
横
田
堯
さ
ん
を
お
訪
ね
し
て
、
館
の
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　

松
本
記
念
音
楽
迎
賓
館
は
、
岡
本
２
丁
目

の
閑
静
な
住
宅
地
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は

優
れ
た
特
徴
の
あ
る
音
楽
室
が
多
数
あ
る
の

で
、
音
楽
関
係
の
人
や
音
楽
マ
ニ
ア
に
は
良

く
知
ら
れ
て
い
て
、
演
奏
会
な
ど
に
重
宝
さ

れ
る
施
設
で
す
。

　

こ
ち
ら
で
館
長
を
さ
れ
る
横
田
堯た
か
しさ
ん
は

現
在
68
歳
で
す
。
横
田
さ
ん
の
目
下
の
急
務

は
、
こ
の
音
楽
迎
賓
館
を
、
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
一
般
の
人
に

も
利
用
し
て
も
ら
う
事
で
す
。

　

音
楽
活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
会
合
や

仲
間
内
で
の
会
食
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

開
催
な
ど
、音
楽
以
外
の
利
用
も
歓
迎
で
す
。

　

館
内
に
は
様
々
な
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
種
の
専
用
音
楽
室
の
ほ
か
、　

60

～
70
名
の
会
食
が
で
き
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
、
洋
室
、
和
室
、
茶
室
、
庭
園
な
ど

が
あ
り
、
用
途
に
合
わ
せ
て
色
々
な
利
用
が

可
能
で
す
。

　

本
格
的
な
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
で
愛
蔵
の

レ
コ
ー
ド
盤
を
持
ち
寄
っ
て
鑑
賞
会
を
す
る

も
よ
し
、
気
の
合
う
仲
間
同
士
で
、
ワ
イ
ン

を
片
手
に
サ
ロ
ン
の
ソ
フ
ァ
で
語
ら
う
も
よ

し
、
庭
園
や
茶
室
で
ま
っ
た
り
と
過
ご
す
も

よ
し
、
手
作
り
の
暖
か
い
結
婚
式
を
催
す
も

よ
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
さ
ま
ざ
ま
に
活

用
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
部
屋
や
設
備
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
利
用
料
金
で
、
誰
で
も
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。元
が
個
人
の
居
宅
と
あ
っ
て
、

閑
静
な
住
宅
地
の
奥
に
佇
む
様
は
隠
れ
家
的

館
長　

さ
ん
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音
楽
迎
賓
館
で
楽
し
い
一
時
を
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